
いよく活躍するという思いを込めて～ 

 

「常識」をアップデートしよう！ 

校長 櫻井 勉 

1980 年代、「運動中は水を飲むべきではない」とい

うのがスポーツ界の常識でした。当時高校でラグビー部

に所属していた私も、上級生や指導者からの厳しい教え

には逆らえず、真夏の地獄のような 3 時間を水分補給

なしで必死に耐えていました。しかしある日、練習の途

中で使い終わったタックルバッグを仲間と二人で倉庫

に運ぶ際、あまりの渇きに耐えかねて、死角となってい

た倉庫横のトイレの水道でむさぼるように水を飲み、何

事もなかったかのように練習に戻りました。すると生き

返ったように体は元気を取り戻し、それまで言われてい

た「水を飲むと疲れが増す」「スタミナがなくなる」とい

った根拠を疑うきっかけとなりました。 

 科学的根拠などなく、「つらい

ことを我慢する＝強くなれる」

といった根性論に基づいたこの

「間違った常識」も、1996 年に

アメリカのスポーツ医学会が

「運動中のアスリートは水分を

十分にとるべき」という研究結

果を発表してからはガラリと流れが変わり、今では「い

かに効率よく水分補給をするか」が運動パフォーマンス

に影響を与える重要な要素だというのが常識です。 

 その他にも、下半身強化によいと信じられ、昭和世代

がさんざん苦しめられた「うさぎ跳び」も、成長期の膝に

重大なダメージを与えるものとして姿を消しました。

「突き指したら、その指を引っ張って治す」とか「鼻血は、

上を向いて首の後ろをトントンたたくと止まる」、「筋ト

レすると身長の伸びが止まる」などという、当時であっ

ても冷静に考えればおかしいのでは?と気づきそうな

ものまで、根強く残っていました。 

 

 災害時の学校現場での避難の常識をもう一度見直す

きっかけになったのは 2011 年の東日本大震災でした。

岩手県釜石市の釜石東中学校では地震直後、教師の

「点呼は取らなくていいから、走れ！」という指示のもと、

中学生は各自で避難を開始し、その姿を見た隣の小学

校の児童たちも中学生とともに高台を目指して走り続

けました。大きな被害のあった釜石地区にあって、この

小中学校では当日登校していた570名の児童・生徒全 

 

員が無事でし

た。これは三

陸地方に伝わ

る「津波てんで

んこ」(津波の

危険があると

きは、てんで

んばらばらに

なって、すぐ逃げよ)という、この地域の常識と、それに

従った日頃の訓練によって成し遂げられた奇跡であっ

たと言われています。一方で宮城県のある小学校では

基本通り全校児童が校庭に避難した後、集団で二次避

難をしている時に悲劇に襲われ多くの命が失われまし

た。こちらは「学校は高台にあり、津波はここまでは到達

しない」という当時の常識が悲しい結果につながってし

まいました。 

  

 すでに様々な役割

を担っている AIです

が、意識をもって人と

協働したり、人の想像

を超えた創造力を発

揮したりする日が来ないとは断言できません。もしかし

たら、「学習を人間の教師から教わっていた」ことが過

去の話となる日が来るかもしれません。 

 

 「常識」や「当り前」はその時代背景や、国・地域の環境、

そして「人の心」も加わって変化していくものです。です

から、広い視野で世の中を観ながら、たくさんの情報を

自分なりに整理し、いろいろな人と意見交換しながら、

「常識」を更新(アップデート)していける力が重要になっ

てきます。 

 いつの日か、すべての国・地域・人が平和と友好関係

で結ばれ、国や民族間で尊い命を巻き込むような争い

があったことは遠い過去の話となる日が来ることを心

から祈ります。 

 

 間もなく夏休みがやってきます。生徒のみなさんにと

って、飛躍と成長の夏となり、2 学期に向けたエネルギ

ーをたっぷりと充電してくれることを期待しています。 

保護者・地域の皆様の１学期中のご理解とご協力に心

より感謝申し上げます。２学期もどうぞよろしくお願い

いたします。 

 
◇学校教育目標◇ 

・進んで考える人 

・情操豊かな人 

・心身ともに健康な人 
あげしお

令和 7 年 7 月３日 

鷹南学園三鷹市立第五中学校 

校長 櫻井 勉 

第 4号 

「あげしお」～物事の勢いが盛んになることを意味し、生徒が勢いよく活躍するという思いを込めて～ 

 



 

 

定期考査が終わり… 気持ちは早くも夏休みに・・・ でもその前に・・・1学期を振り返る時期です！！ 

               

                

 

   

夏季考査(6/19・20・23) 
今年度初めての定期考査が行われま
した。学年によって、取組の様子は少
しずつ違いましたが、当日は一人ひと
りが問題に真剣に向き合い、ベストを
尽くそうという思いが伝わってきまし
た。自らの目標を掲げ、そのための計
画を立て、進捗状況を確認しながら学
習を進めていく…そういった「自己調
整力」を身につけることが今、求めら
れています。今回の一連の取組の過
程を振り返り、次のステップへの糧に
してほしいです。 

 

               

                

 

   

 

多摩特研球技大会(6/20) 
この日のSUBARU体育館は、多摩地
区から集まったたくさんの生徒の熱
気で溢れていました。E 組からも２チ
ームが参加し、元気一杯にコートを駆
け回っていました。コート内の選手・ベ
ンチが一体となって勝利をめざしまし
た。たくさんの「ナイスファイト！」があ
り、チームの一体感が生まれてくるの
を感じることができました。「１勝」の
壁を超えることはできませんでした
が、仲間との「絆」をより深めた素敵な
一日となりました。 

               

                

 

  

セーフティ教室(6/26) 
昨年度に引き続き、株式会社まちづ
くり三鷹、デジタル推進グループの岩
本様を講師にお迎えして実施しまし
た。中学生の４人に１人が「ネット依
存」の疑いがあるとされる今、SNS
利用にあたっては、生徒自身がその
危険性を正しく理解することが必要
です。「認知バイアス」「フィルターバ
ブル」「アテンションエコノミー」など
の用語にも触れ、生徒と対話を進め
ながら、正しく使用することの重要性
を語ってくださいました。 

 学園挨拶運動(6/4・5) 
生徒会・専門員会の生徒が３グループに分
かれて五中・中原小・東台小の門に立ちまし
た。「おはようございます!」の爽やかな声が
幾重にも響き渡っていました。五中生は、大
きな声で自然な挨拶をすることができま
す。大切にしていきたい素敵な資質です。 

 

 

 
夏休み期間に工事があります 

今年度も、夏休み期間を利用して大規模な工事が行われます。工

事期間中は、校舎や敷地内への立入りや様々な活動に制限がかかり

ます。また、工事車両が多数入り、安全面での配慮も必要になりま

す。どうぞよろしくお願いいたします。 

◆給水管改修工事 

第Ⅱ期（夏休み期間中） 

南校舎（１～４階の全て）及び校庭 

※校庭はスプリンクラー施設が新しくなります 

 

夏休み期間中は・・・ 

南校舎への立ち入りができず、校庭の使用もできません 

７月の主な行事予定 

１（火） 生徒会役員選挙告示 いじめアンケート実施 

２（水） 租税教室（３年） 職員会議・いじめ対策委員会  

３（木） 合唱コン実行委員会  

４（金） 生徒会役員選挙説明会 

７（月） 生徒会朝礼 安全指導 児童会・生徒会交流 

       体育着登校試行期間始～11(金) 

９（水） 一斉委員会 

１1（金） 体育着登校試行期間始終 

１５（火） 避難訓練 

１７（木） 大掃除（４・５・６カット） 午後：大掃除 

※給食終（１学期最終日） 

１８（金） 終業式 

２１（月） 海の日 夏季休業日始   

２２（火）  E組補充教室（午前）始～2８（月） 

２３（水）  面談週間始（通常級）～２９（火） 

３０（水）  校内研修 

８月８日（金）～１５日（金） 閉庁日 

8/24(日)  夏季休業日終 

２学期当初（８月）の主な行事予定 

２５（月） 始業式   ※給食なし  

２６（火） 午前授業（５・６カット） ※給食開始 

【剣道】 池亀 温貴 

第３６回三鷹市春季少年剣道大会  第２位   

【レスリング】 丸岡 大騎 

令和７年度沼尻杯 第５１回全国中学生レスリング選手権  

３８㎏級 男子フリースタイル 第３位   

【空手】 岡田 める 

第１６回アカデミー杯 空手道選手権 

組手：優勝  形：優勝 

第５６回 世田谷区空手道選手権大会 

個人組手競技：優勝  

【多摩特研球技（バスケットボール）大会】  E組 

   Aチーム・Bチームともにブロック第４位 

【バドミントン部】 

武蔵野・三鷹地区バドミントン選手権大会 

団体戦 男子：準優勝  女子：５位入賞 

個人戦 男子ダブルス：  優勝 堀 孝基 富樫 勇太 

       女子シングルス： 優勝 臧 佳純  

※上位大会への出場が決まっています！ 


